
OFF ROAD SERVICE

TANIGUCHI

このたびは当社製品をお買い上げ頂きまして、 ありがとうございます。

本製品を取付け及び取扱う上で、 いくつかの注意点がございます。

安全かつ快適にご使用になっていただくため、

取付け作業前に必ず本書を熟読し、 部品を確認し理解した上で作業して下さい。
☆部品が間違っていたり取付け方法が分からない場合は、 ご遠慮なく速やかにご連絡ください。

☆販売店様へのお願い……この取付説明書は、 必ずお客様にお渡しください。

～　正しくお使いいただくために　～
●定期的にボルトが緩んでいないか確認して下さい。
   もし、 緩んでいた場合は増し締めを行ってください。
●素手での作業は怪我の原因となります。 必ず革手袋等で保護し、 十分注意をして
   作業を行なってください。
●取り付けが不完全ですと、 外れて脱落する恐れがあり大変危険です。
 　製品本体や車体に対し損傷を与える原因にもなりますので取り付けは確実に行なって
　 ください。
●もし万が一、 本製品や取り付け部にキレツ、 剥がれ等を確認した場合は、 すぐに使
　 用を中止してください。
●マフラー等が熱くなっている場合は火傷などの危険があります。 必ず冷えてから作業
　 を行って下さい。
●海水や道路凍結防止剤等、 金属を強く腐食させる成分が付着した場合は、 早めに
　 水洗いをするなどお手入れをして下さい。
●サビ等に関するクレームはお受け出来ませんのでご了承下さい。

●取付説明書　 ×１

●ＦＲＰリアＢＰ ×１

●キャップ （φ12.5） ×２

●ﾃｰﾙ取付ｽﾃｰ（短） （SUS）　 ×４

●ﾃｰﾙ取付ｽﾃｰ（長） （SUS）　 ×２

●ﾛｱｽﾃｰ（ﾅｯﾄ付） （SUS）　 ×２

●６×２５ｷｬｯﾌﾟﾎﾞﾙﾄ（ＳＵＳ） ×４

●６×１０六角ﾎﾞﾙﾄ（ＳＵＳ） ×６

●６×１２極低頭ﾎﾞﾙﾄ（ＳＵＳ） ×２

●６平Ｗ（ＳＵＳ） ×１６

●６ＳＷ（ＳＵＳ） ×１６

●６ﾅｯﾄ（ＳＵＳ） ×６

●６ﾌﾆﾛﾝﾅｯﾄ ×４

●Ｍ10×２５六角ﾎﾞﾙﾄ（SUS）　 ×２

●１０平Ｗ（SUS）　 ×２

●１０ＳＷ（SUS）  ×２

●１０ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄ（ｾﾚｰﾄ無） （SUS）  ×２
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取付説明書

取付け及び取扱いについて

本製品の取付手順について

本製品の構成部品について

ﾍﾞｰｽステー

樹脂製ﾅﾝﾊﾞｰ灯

１　純正のリアバンパーを外して下さい。

　　（純正のボルト（上部、サイドを止めているボルト）と上部右側のクリップは再度使用します。）

２ 純正リアバンパーから必要な部品を外して下さい。

　2-1　ﾗｲｾﾝｽﾗﾝﾌﾟのｺﾈｸﾀｰを外し、付属のｷｬｯﾌﾟを被せて下さい。

　2-2　ﾃｰﾙﾗﾝﾌﾟとｶﾊﾞ （ー左右）、配線を外して下さい。

　2-3　ﾌﾞﾗｹｯﾄから配線を外して下さい。　

３　２で外した純正ﾃｰﾙｶﾊﾞｰに付属の６×２５キャップボルトを裏側からセットし、表側から６フニロン　

　　ナットにて止めて下さい。（後で緩まない様に締めて下さい。）

４　ＦＲＰリアＢＰに純正ﾃｰﾙを表側から入れ、裏側からカバーをはめて付属の６フニロンナット

　　で止めて下さい。

４　図を参考にナンバー補強ステーを純正のボルトで共締め（仮止め状態）して下さい。

　　次に、サイド補強ステーを付属のＭ６×１５アブセットボルトを使用しフレームに仮止めして下さい。

４　図を参考にウェルナットを車体に取り付けて下さい。　

５　ＦＲＰフロントグリルを車体に合わせ、ラジエターグリルアッパーブラケットを止めていたクリップ

　　を使用し仮止めして下さい。　（ブラケットの穴位置が合わない場合は調整して下さい。）

６　グリルサイドから出ているボルトに、付属の６フニロンナットを使用し仮止めして下さい。

　　（仮止めは、フニロンナットには緩み止めが付いている為、手で回せる所までで大丈夫です。）

７　グリル下側にあるステー部は付属のＭ５×２４トラス小ネジにて、４で取り付けたウェルナットに仮止め

　　して下さい。（仮止めはグリルが位置調整出来る様、動かせる程度に締めて下さい。）

８　全ての仮止めが出来ましたら、一度全体のバランスを確認して下さい。

９　位置が決まりましたら、本締めを行ってください。

　（７のウェルナットは締めこみ過ぎない様に注意して下さい。裏側のゴムが潰れて密着すればＯＫです。）　

　（６のフニロンナットは緩み止めが入っていますので、グリルに付いているゴムスペーサーが少したわむ

　　程度に締めて下さい。）

ＪＢ６４イメージ

図１

ﾅﾝﾊﾞｰ補強ｽﾃｰ

純正ボルトで共締め

M6×15ｱﾌﾞｾｯﾄﾎﾞﾙﾄをﾎﾞﾃﾞｨ

内側から取付けて下さい。

6 平Ｗ、6SW、6ﾅｯﾄの順

に取付けて下さい。

ｻｲﾄﾞ補強ｽﾃｰ
ｻｲﾄﾞ補強ｽﾃｰ

ﾅﾝﾊﾞｰ補強ｽﾃｰ

ＦＲＰﾌﾛﾝﾄＢＰ

ｻｲﾄﾞ補強ｽﾃｰ

ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄｳｫｯｼｬｹｰｽ止め金具 (ｔ1.0)
ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄｳｫｯｼｬ延長ﾎｰｽ（約 410 ㎜）

● 素手での作業は怪我の原因となります。 必ず革手袋等で保護し、 十分注意をして作業を行なってくだ

 さい。

● 取付けが不完全ですと、外れて脱落する恐れがあり大変危険です。 取付けは確実に行なってください。

 さらに取付け後は、 定期的に各ボルト類が緩んでいないか点検を行なってください。

 ボルト類が緩んだまま走行を続けると、 外れて脱落する恐れがあり大変危険です。 また、 製品本体や

 車体に対し損傷を与える原因にもなります。 もし、 ボルト類が緩んでいた場合は増し締めを行なっ

 てください。

● もし万が一、 本製品や取り付け部にキレツ等を確認した場合は、 すぐに使用を中止してください。

● マフラー等が熱くなっている場合は火傷などの危険があります。 必ず冷えてから作業を行ってください。

● 海水や道路凍結防止剤等、 金属を強く腐食させる成分が付着した場合は、 早めに水洗いをするなど

 　お手入れをしてください。

● サビ等に関するクレームはお受けできませんのでご了承ください。

ﾃｰﾙ取付ｽﾃ（ー短）

ﾃｰﾙ取付ｽﾃ（ー長）

ＦＲＰリアＢＰ

ﾌﾞﾗｹｯﾄから配線を

外して下さい。

純正の袋ﾅｯﾄは再使用します。

ﾗｲｾﾝｽﾗﾝﾌﾟｺﾈｸﾀｰ

キャップ（φ12.5）

水が入らない様に

奥まで入れて下さい。

ﾗｲｾﾝｽﾗﾝﾌﾟのｺﾈｸﾀｰを外し、付属のｷｬｯﾌﾟを被せて下さい。

純正リアＢＰ内側図

コネクターケースは使用しません

配線

ﾛｱｽﾃ（ーﾅｯﾄ付）

純正ﾃｰﾙｶﾊﾞｰ右内側図

純正ﾃｰﾙｶﾊﾞｰ右側図

純正ﾃｰﾙｶﾊﾞｰ右表側図

ＦＲＰリアＢＰ右内側図

６×２５キャップボルト

６フニロンナット

６フニロンナット

６ＳＷ＋６平Ｗ
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ﾍﾞｰｽステー

樹脂製ﾅﾝﾊﾞｰ灯

４　図を参考にウェルナットを車体に取り付けて下さい。　

５　ＦＲＰフロントグリルを車体に合わせ、ラジエターグリルアッパーブラケットを止めていたクリップ

　　を使用し仮止めして下さい。　（ブラケットの穴位置が合わない場合は調整して下さい。）

６　グリルサイドから出ているボルトに、付属の６フニロンナットを使用し仮止めして下さい。

　　（仮止めは、フニロンナットには緩み止めが付いている為、手で回せる所までで大丈夫です。）

７　グリル下側にあるステー部は付属のＭ５×２４トラス小ネジにて、４で取り付けたウェルナットに仮止め

　　して下さい。（仮止めはグリルが位置調整出来る様、動かせる程度に締めて下さい。）

８　全ての仮止めが出来ましたら、一度全体のバランスを確認して下さい。

９　位置が決まりましたら、本締めを行ってください。

　（７のウェルナットは締めこみ過ぎない様に注意して下さい。裏側のゴムが潰れて密着すればＯＫです。）　

　（６のフニロンナットは緩み止めが入っていますので、グリルに付いているゴムスペーサーが少したわむ

　　程度に締めて下さい。）

ＪＢ６４イメージ

図１

 ＪＢ６４ ＦＲＰリアＢＰ

５　ＦＲＰフロントＢＰを仮合わせし、１で外した純正クリップを使用して仮止めし、ナンバー補強ステー
　　との位置が合っているか確認して下さい。ズレている場合は調整して合わせて下さい。
６　ライセンスプレートを付属のＭ６×１５アブセットボルトにて仮止めして下さい。
７　ＦＲＰフロントＢＰのサイド部分を純正のボルトを使用し、仮止めして下さい。
８　４で仮止めしたサイド補強ステーとＦＲＰフロントＢＰを付属のＭ６×１２極低頭ボルトにて仮止め
　　して下さい。

８　ＦＲＰリアＢＰを車体に合わせ、車体側と配線を接続後、純正ボルトとクリップにて仮止めして下さい。

　　次にロアステーとＦＲＰリアＢＰを付属の６×１２極低頭ボルトにて仮止めして下さい。

９　全ての仮止めが出来たら何処にも干渉していないかを確認し、バランスを見ながら本締めして下さい。

１０　テールランプの点灯チェックを行って下さい。

10　全てのボルトを本締めして下さい。１で外したクリップを使用しフロントフェンダーライニングを

　　ＦＲＰフロントＢＰに止めてください。

光軸調整について

　　フォグランプがバンパー正面に対して、水平に取り付けられているかを再度確認後、車体にバンパーを
　装着し、すべてのビスを本締めして下さい。
　　配線を済ませたらフォグランプを点灯させてみて、左右の光軸高さが同等で、なおかつヘッドライトの
　ロービームより低い位置を照らす様に、光軸調整ノブを回して合わせて下さい。

 警告 フォグランプ裏側が車両の一部にぶつかった状態のまま、
　　　　　　　　　　ＦＲＰバンパーを取付＆使用しないで下さい。

　フォグランプ裏側が車体に接触した状態のまま使用を続けると、走行時の振動等によりバンパー

　本体に歪みが発生し、ＦＲＰバンパー本体の割れや塗装の割れが発生します。

１で外した純正のクリップで止めて下さい。

ﾌﾛﾝﾄﾌｪﾝﾀﾞ （ー左）内側図

１で外した純正ﾎﾞﾙﾄﾟ

カットライン
( 必ずﾊﾞﾝﾊﾟｰを合わせて
カットラインを確認して
からカットして下さい。）

斜線部をカット

ﾌﾛﾝﾄﾌｪﾝﾀﾞｰﾗｲﾆﾝｸ（゙左側）

１で外した純正ｸﾘｯﾌﾟ

１で外した純正ﾎﾞﾙﾄ

FRPﾌﾛﾝﾄBP

M6×12 極低頭ﾎﾞﾙﾄ

M6×15ｱﾌﾞｾｯﾄﾎﾞﾙﾄ

6 平Ｗ、6SW、6ﾅｯﾄの順に取付けて下さい。

純正ボルトで共締め

M6×15ｱﾌﾞｾｯﾄﾎﾞﾙﾄをﾎﾞﾃﾞｨ

内側から取付けて下さい。

6 平Ｗ、6SW、6ﾅｯﾄの順

に取付けて下さい。

ｻｲﾄﾞ補強ｽﾃｰ
ｻｲﾄﾞ補強ｽﾃｰ

ﾅﾝﾊﾞｰ補強ｽﾃｰ

４　ＦＲＰリアＢＰに純正ﾃｰﾙを表側から入れ、裏側からカバーをはめて純正の袋ナットで止めて下さい。

　　次に、ﾃｰﾙｽﾃ（ー長）（短）を図を参考に仮止めして下さい。

５　４の仮止めが出来たらテールランプの出幅を調整し、本締めして下さい。

６　外した配線を各テールランプに接続し、ＦＲＰリアＢＰに付いているコードクランプを利用し固定して

　　下さい。

７　ロアステーを車体ﾌﾚｰﾑに付属の１０×２５ボルトを使用し仮止めして下さい。

純正ﾃｰﾙｶﾊﾞｰ右側図

純正ボルト

純正ボルト

ﾛｱｽﾃ（ーﾅｯﾄ付）

ＦＲＰリアＢＰ

ＦＲＰリアＢＰ

純正クリップ
ＦＲＰリアＢＰ右内側図

ＦＲＰリアＢＰ左リア内側図

ＦＲＰリアＢＰ左リアフレーム側図

６ＳＷ＋６平Ｗ ６ＳＷ＋６平Ｗ

６×１２極低頭ボルトにて下側から共締めする。

６ＳＷ＋６平Ｗ

６ナット

６ナット

６×１０六角ﾎﾞﾙﾄ
６×１０六角ﾎﾞﾙﾄ

１０×２５六角ﾎﾞﾙﾄ
ロアステー（ナット付）

１０ＳＷ

１０平Ｗ

１０ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄ

ﾃｰﾙ取付ｽﾃ（ー長）

ﾃｰﾙ取付ｽﾃ（ー短）

ﾃｰﾙ取付ｽﾃ（ー短）

純正 袋ナット




